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(2) GAの構造は非常にもろく，機械的な力で破壊されて小胞に変換する。しかし，そのような GA ，
およびそれを破壊してできたゴルジ小胞はいずれも密度に関しては均一で、，かつ高分子物質に対する
透過パリヤーを保持している。
(3) GAの標識酵素である UDP- ガラクトース:オボアルブミン ガラクトシルトランスフエラーゼ
































4) ゴルジ装置の標識酵素であるグラクトシルトランスフエラーゼは intαct な標品では膜の内面に存
在するが，ゴルジ小胞および α:geing した標品ではかなりの程度膜の外面にあらわれる。
5) ゴルジ小胞を水溶性高分子を用いた向流分配法で細分画すると，少なくとも 3 つの分画( 1 , II , 
皿)に分かれる。各分画の酵素活性およびペプチド組成の解析から， 1 はミクロゾームに近く，田は
形質膜またはリソゾームに近く，皿は両者の中間的性質を示すことが明らかとなった。
以上のように，日野君の論文は従来分離の困難で、あったゴルジ装置の簡単な分離法を開発し，その
生化学的性質を多面的に明らかにしたものであって，理学博士の学位に十分価するものと認められる。
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